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報告者　宮永 正吉
4月18日(土)、当会会館にて宮崎支部主催による解剖学勉強会を開催した。昨年も同様に行った勉強会であるが、今回より県内の当所属会員にもお声掛けし、「骨折や脱臼、その他の外傷を適切に扱える事を最大の目的とし、解剖学を理解した上で医接連携や保険請求がスムーズに進められる特化した柔整師をめざす。」というテーマを掲げて、講師は日整匠の技伝承プロジェクト講師でもある中村拓未先生が務め、約3時間にわたり内容豊富な深掘りセミナーを受講する事が出来た。また今回の内容は「膝」であり、関節内部の各組織や可動性、関連する骨と軟部組織の事など多岐にわたり学習した上で、エコーを使った実際の画像を解説付きでリアルに学ぶ事が出来た。例年開催される匠の技技術講習会に加え、今後も学術部員の先生方を中心に様々な部位や症例等を元に講義の他、実技の機会も増やして勉強会の定期開催を考えており、また遠方からも参加しやすいようＺＯＯＭでの視聴等も行っていきたい。
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